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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 
わたしたち の すうこう な しゅうきょう で ある イスラーム は、 おもいやり と じひ の しゅうきょう です。   
わたしたち の しゅ (swt) の うつくしい みな の ひとつ に、 「アッ＝ラフマーン」 が あり ます。 アッラー
( swt ) だけ が きゅうきょく の じひ の みなもと です。 アッラー (swt) の よげんしゃ は、 その ひとり  
ひとり が じひ のみつかい です。 よげんしゃ ムハンマド ・ ムスタファ (saw) は、 せかい へ の じひ と  
して つかわされた さいご の よげんしゃ で あり、 その ウンマ の いちいん で ある こと は こうえい な こと 
です。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
わたしたち の よげんしゃ (saw) は、 ぼうりょく では なく おもいやり を、 にくしみ では なく じひ を    
きずき ました。 いきもの も そう で ない もの も、 すべて に たいして おもいやり と いつくしみ を もって 
せっし ました。 ひとり の いのち を うばう こと は すべて の じんるい の いのち を うばう も どうぜん で 
あり、 ひとり の こころ を きず つける こと は アッ＝ラフマーン の ぎょくざ を こわす も どうぜん で ある  
と おしえ ました。 しゅうきょう、 げんご、 はだ の いろ に かかわり なく すべて の ひと が そんちょう される 
べき で あり、 その せいめい、 けつみゃく、 ざいさん、 そんげん は ふかしん で ある こと を おしえ ました。 
せんそう にも どうとく の きじゅん が あり、 つみなき ひとびと の せいめい から、 かんきょう や どうぶつ に 
いたる まで がいしては ならない こと を しめし ました。 
しんあい なる きょうだい、 しまい の みなさま︕ 
ぼうりょく は じんるい の さいだい の てき です。 ぼうりょく と にくしみ に いぞん する ひとびと は、    
じんるい と いう かぞく に さいだい の あく を もたらし ます。 この さいだい の あく の もっとも いたましい 
れい の ひとつ が、こんにち の パレスチナ で おこって いる こと です。 じんけん と ほう の そんちょう を 
こばむ よくあつしゃ が、 パレスチナ の きょうだい しまい に あらゆる しゅるい の ぼうりょく を ふるって   
います。 れいはいじょ、 びょういん、 がっこう が ざんこく な ばくげき に さらされ、 よくあつ と ぼうりょく に 
よって ムスリム が こきょう を おわれて います。 ガザ で は りょうしん なき さつじんしゃ たち が じょせい、 
こども、 こうれいしゃ の べつなく だいぎゃくさつ を おこなって います。 パレスチナ では じんけん、 こども の 
けんり や きょういく を うける けんり など、 もっとも きほんてき な けんり さえ せんりょう を つづける    
よくあつしゃ に よって ふみにじられて います。 こうした けんり の ようごしゃ で ある と しゅちょう しながら、 
ぎぜんてき な たいど で この ぎゃくさつ を みて みぬ ふり を する ひとびと が いる いっぽう で、 じひ と 
りょうしん を そなえた ひとびと も また、 ひ に ひ に ふえて きて います。 だれ に とっても、 どの しゃかい 
に とっても、 ぼうりょく は けっして せいこう へ の みち では ない こと を わすれて は なり ません。 ガザ 
に おいて つみなき もの を ぎゃくさつ した ひとびと は、 この よ に おいて は ざせつ を あじわい、 らいせ 
に おいて は いたましい ちょうばつ に ちょくめん させられる でしょう。 わたしたち の よげんしゃ (saw) の 
けいこく は ひじょう に めいかく です。 「ふっかつ の ひ、 もっとも きびしく ばっせられる の は、 ひとびと 
を よくあつ し、 ぼうりょく を くわえる もの たち です。 」1 

 
1 Ibn Hanbal, IV, 90. 


